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イノベーションプロセスにおける 

目的基礎研究の役割と進展メカニズム 

 

吉田秀紀，篠原譲司，我妻雅子，佐々正 

科学技術振興機構(JST) 基礎研究制度評価タスクフォース 

 
1. はじめに 

 昨今，経済成長の原動力への期待からイノベー

ション創出が各国の科学技術政策のキーワード

となってきた．そのため，イノベーション・シス

テムの研究や政策立案のための指標やツールを

開発する必要性がますます高まってきている 1)． 
“国のイノベーション・システム”（National 

Innovation System）という概念は，英国の

Freeman2)や 米国の Nelson3)らにより導入され，

国の制度や慣行といった巨視的な観点から産業

政策とイノベーションを捉えてきた． 
後藤 4)は，イノベーション・システムの分析や

イノベーション政策の構想における重要なポイ

ントとして，イノベーション・システムを構成す

る企業，大学，公的研究機関といった目的，慣行，

文化，ミッションのいずれもが異なる組織同士が

活発に相互作用を及ぼしあうプロセスが重要で

あることを挙げている．特に，’90 年代後半から

独法化などの変革によって自由度がより高まっ

た日本の公的研究機関はイノベーション・システ

ムの中で主要なアクターであるにもかかわらず，

未だその役割について分析が進んでいないこと

を指摘している．また，柘植 5)はイノベーション・

プロセスの各段階において知の創造と社会的・経

済的価値創造の結合を促す研究開発マネジメン

トが必要であるとしている．  
 このような背景から，公的研究資金による目的

基礎研究プロジェクトをイノベーション・プロセ

スの主要プロセスとして捉え，目的基礎研究が応

用研究に進展するメカニズムとイノベーショ

ン・システムにおける目的基礎研究の役割を明ら

かにしていくことには意義がある．  
JST は特に目的基礎研究段階のプロジェクト

へのファンディング事業（戦略的創造研究推進事

業）を重点的に行っていることから，イノベーシ

ョン・プロセスの一要素として目的基礎研究プロ

ジェジェクトを捉え，ケーススタディより，応用

研究に進展する要因を検討してきた 6)～8)．現在，

この検討結果を基に，実際に目的基礎研究プロジ

ェクトの評価指標としての利用を検討している

ところであるが，そこでの現状の問題点を起点に，

イノベーション・プロセスにおける目的基礎研究

の役割と応用研究への進展メカニズムを考察す

ることとする． 
２．公的な目的基礎研究が目指す価値 

イノベーションを創出するためのシーズを生

み出し，応用研究に進展してさせることは目的基

礎研究の役割の一つである．公的資金による目的

基礎研究プロジェクトは，製品化・サービス化と

いった経済的価値の創出のみならず，社会的価値
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創出への寄与の役割も担う 9)．図 1 は，経済的価

値と社会的価値の高低の組み合わせを示したも

のである．濃色で示したような経済的価値の高い

研究開発領域は企業による自発的な取り組みが

期待できるが，斜線で示したような経済的価値は

低く社会的価値が高い領域に相当するプロジェ

クトにこそ，公的資金による目的基礎研究が果た

す役割が期待されるものと考えられる．  

社
会
的
価
値

経済的価値

低

低 高

高

経済的価値は低いが，
社会的価値が高い領域

経
済
的
価
値
が
高
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領
域

経済的価値，
社会的価値
共に低い領域

図 1 研究開発の社会・経済価値の高低 

製品化・サービス化をゴールとする経済的価値

創出を目指すプロジェクトにおいては，応用研究

段階における進展度合いを評価する際に，例えば，

応用研究への取り組み，企業との本格的な共同研

究，ベンチャーの設立，といった明確なマイルス

トーンを定めることが出来るが，製品・サービス

のイメージがまだ具体的になっていないプロジ

ェクトの場合，応用研究段階におけるマイルスト

ーンは異なり，ひいては評価指標を設定し難くな

る（図 2）． 
ライフサイエンス分野や環境分野は，創薬，再

生医療，エコマテリアルなどの製品・サービスを

ゴールとする研究もあるが，IT 分野，材料分野と

比較して製品・サービスをゴールとしない研究が

いきおい多くなる．ここで，製品・サービス以外

のゴールとしては，例えば，健康，福祉，環境，

安全・安心などが挙げられる． 
特に，ライフサイエンス分野は JST 目的基礎研

究においても重点的にファンディングを行って

きた研究分野の一つであり，重要な評価対象であ

る．実際に，IP3R（イノシトール三リン酸レセプ

ター）の多彩な機能の解明による自己免疫疾患な

どの難病の原因究明（御子柴プロジェクト）や自

然免疫を担う受容体と細胞内の情報伝達系の解

明による免疫療法への展望開拓（審良プロジェク

ト）といった基礎研究成果は国際的にも高い評価

が得られている 11)． 
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図 2 応用研究段階における研究開発プロセス 

のマイルストーン（例） 

3.目的基礎研究プロジェクトが目指す社会的価値とは？ 

 公的資金による研究開発プロジェクトが社会

的価値創出の役目を負っていることは自明とさ

れてきたが，目指すべき社会的価値の具体像は明

確ではなかった． 
科学技術は，未来社会と現代社会のそれぞれに

おいて価値を生み出すことが期待される．未来社

会は，更に“来るべき社会”と“目指すべき社会”

とに大別される．前者は，高齢化社会などその到

来が不可避な受動的な未来で，後者は人類が能動

的に実現目指す社会である．イノベーション 25
戦略会議は，「イノベーションで拓く 2025 年の日

本の姿」として，“生涯健康な社会”，“安全・安

心な社会”，“多様な人生を送れる社会”，“世界的

課題解決に貢献する社会”，“世界に開かれた社

会”という 5 つの社会像を示している 11)． 
目的基礎研究プロジェクトが目指す社会的価

値を検討した結果，表 1 のように大別することが

できた．そこで，現行の JST 目的基礎研究プロジ

ェクト（ここでは，現在進行中の CREST プログ

ラム）と対応づけたところ，表 1のようになった． 
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ここで，１プロジェクトが目指す社会的価値は

必ずしも一つではないが，便宜的に 1 対 1 対応さ

せた．また，社会的価値と経済的価値は重複する

部分もある．なぜなら，経済的価値を生ずること

自体が社会的価値であるからである． 
表 1 目的基礎研究が目指す社会的価値と 

それに対応する現行の CREST 研究領域 

(1) 来るべき社会で必要となる科学技術 

• 量子情報処理システムの実現を目指した新技術の創出 

• 植物の機能と制御 

(2) 目指すべき社会の実現のための基盤技術 

• 免疫難病・感染症等の先進医療技術 

• テーラーメイド医療を目指したゲノム活用基盤技術 

• 高度メディア社会の生活情報技術 

• 先進的統合センシング技術 

(3) 人類が直面する問題解決につながる研究開発 

• 水の循環モデリングと利用システム 

(4) 現代社会において求められている科学技術 

• 糖鎖の生物機能の解明と利用技術 

• 情報システムの超低消費電力化を目指した技術革新と統合化技術 

(5) 文化としての科学技術 

• デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術 

4. 社会的な科学技術ポテンシャルの検討 

我々が検討してきたステージゲートモデルに

よる評価では，応用研究への進展のみに着目して

いるが，実際の目的基礎研究プロジェクトを評価

する際は，科学技術のもつポテンシャルも同時に

検討し，総合的にそのプロジェクトを評価しなく

てはならない．（図 3） 

Stage-
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Stage-
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科学技術のポテン

シャルの2面から評価

研究開発の進展

研究開発の進展

科
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の
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テ
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シ
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図 3 研究開発の進展のみに着眼した場合 

と科学技術のポテンシャルも考慮した場合 
社会的価値創出の観点から研究プロジェクト

を評価する際に，価値創出に向けての“研究開発

の進展度”に加えて，その価値が社会に与える“影

響の大きさ”も考慮する必要がある．ここでは，

“影響の大きさ”を“社会的な科学技術ポテンシ

ャル”と呼ぶことにする． 
例えば，「新規医薬・診断薬に繋がる病理メカ

ニズムの解明」というプロジェクト成果を社会的

ポテンシャルの観点から考えてみると，社会的な

科学技術ポテンシャルとしては，“国民の関心度”，

“患者数”，“難病度”などといった要素が挙げら

れる．すなわち，国民の関心度が高く，患者数が

多く，しかも治癒が難しい，といった病気の克服

につながる研究は，その社会的な科学技術ポテン

シャルが高いと考えられる．（図 4）“研究開発の

進展度”と“社会的ポテンシャル”の両者から評

価することによって，「進展しているが社会的な

科学技術ポテンシャルが低いプロジェクト」の方

が「進展は芳しくないが社会的な科学技術ポテン

シャルが高いプロジェクト」よりも優れていると

いう一元的な評価を避けることが出来る． 
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社会的な科学技術ポテンシャル
（縦軸）の要素の例

国民の関心度
患者数
治癒の困難度

進展は芳しくないが，
社会的な科学技術ポテンシャル

が高いプロジェクト

進展しているが
社会的な科学技術ポテンシャル

が低いプロジェクト

図 4 社会的な科学技術ポテンシャル（縦軸） 
と研究開発の進展（横軸）のイメージ 

4．総括 

 目的基礎研究の意義を考察した結果，次のよう

なことが明らかとなった． 
• 公的研究資金による目的基礎研究は，社会的
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価値の創出を目指す役割も有する． 
• 応用研究への進展を適切に評価するために

は，製品やサービが出口でないプロジェクト

の研究開発の進展度を測る適切なマイルス

トーンと評価指標を設定しなくてはならな

い． 
• 目的基礎研究プロジェクトが目指す社会的

価値を大別すると，(1)来るべき社会で必要と

なる科学技術，(2)目指すべき社会の実現のた

めの基盤技術，(3)人類が直面する問題解決に

つながる研究開発，(4)現代社会において求め

られている科学技術，(5)文化としての科学技

術，に分類でき，現行の CREST プロジェク

トとの対応を試みた． 
• 応用研究への進展を社会的価値創出の観点

から評価する際には，価値創出に向けての

“進展度”に加えて，その価値が社会に与え

る影響の大きさも評価する必要がある． 
 
5．今後の課題 

従来のイノベーション評価指標は，主に製品

化・サービス化の実績や特許出願件数，ライセン

ス実績といった経済的価値創出の見地に立って

きた． 
JST 戦略的創造研究推進事業のような公的資

金による目的基礎研究プロジェクトは，経済的価

値の創出のみならず，社会的価値創出も目指して

いる．従って，今後は社会的価値創出への進展も

評価できる枠組を作っていかねばならない．例え

ば，Georghiou12)が指摘するように，より広範な

社会・経済問題をカバーするピアレビューパネル

に拡張していくことも必要である． 
 現段階では，3.項で述べたように，実際の評価

手法としてフィージビリティスタディに留まっ

ているが，“進展度”と“ポテンシャル”をダブ

ル評価できるような枠組の構築を目指す． 

評価方法，評価内容におけるこれらの問題につ

いては，継続して検討を続けているところである． 
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